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炭泥地水田土壌改良の効果

西　牧　政　巳・菅　野　　　正

（福　島　県　負　託）

福島県水田総画槙（97，000ha）の約3．5％，すなわち

3，500haが泥炭地で，その30％が猪苗代湖周辺に集団し

て存在している．

この地帯は海抜250，邦の高冷地にあって，他の泥炭地

より更に稲作は不安定且つ低収である．

泥炭地の根本的な改良は排水であるといわれている

が，この地帯は湖岸西部の一部を除いては湖面との落差

が少なく排水が容易でないので客土が広く行われつつあ

る．

この報告は安積郡湖南村で行った客土と．更に容易な

珪カル施用による土壌改良が稲の生育収量に及ぼした影

響について報告する．

1．試験地土壌の特徴

表層約15e両ま腐植土，それ以下はアシ泥炭で80e部内外

のところに厚さ約2e罰の火山砂の層がある．

また対照田の土壌は沖積層で，表層は火山灰を含む埴

壌土（12C舵）で，以下下層はかなり還元の強い埴土であ

る．これらの化学的性質は第1表のとおりである．

すなわち1．試験地表層の全窒素・温度上昇及び乾土

効果は著しく高く，またマソガンは少ない方ではない．

2．対照図の燐酸の吸収量はかなり大きいが，これは火

山灰の影響によるものと思われる．

第1表．　試験地土壌の化学的性質
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2．試　験　方　法

1．昭和32年度には客土せずに珪カル（10α当り1，0

吻）区だけ設け，施肥量は10。当り（成分）N6．8毎・

P6．3吻・K6．帥才とした．

2．昭和33年度には無客土区・客土区（10tl当り40

tom）・客土珪カル区を設けた．施肥量は10。当りN7．5

吻・P6．8毎・K6．8毎で実施した．

第　2　表．　生育並び

なお使用客人粘土は石英安山岩を母材とする埴壌土

で．全鉄9．0％・塩基置換容量18．0鷹‘でこの地帯ではよ

い粘土である．

3．試験結果及び考察

1．昭和32年度

珪カル施用区は無施用区に比べ生育中期以後草丈・穂

数ともに優り，藁35％・玄米26％（増収実量10‘Z当り

に収量と養分吸収量
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1．9俵）の増収を示した．また珪酸の吸収量は約37％多く，

熟色は一変した．

2．昭和33年度

1．無客土区に比し客土区の生育は終始草丈・茎数

無客　土
客　土
無　窒　素
客土珪力
対　照

ともに優り，1穂粒数・稔実歩合も高め約20％の増収を

示し，客土珪カル区は客土区よりもやや劣る生育を示し

たが，千粒重が重く19％の増収を示した．

第　3　表．　生　育　並　び　に　収　量
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2．無客土区及び客土区のNH4－Nの消長は，掩島

が指摘していると同様な傾向を示したが，客土すると8月

のピークは示さず，ほぼ対照田と同様な傾向を示した．
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第1国．作土のNH4の消長

3．養分吸収状況は無客土区に比べ客土珪カル区は

珪酸・窒素・加里が著しい増加を示したが，客土区は珪

酸だけ増加し窒素・燐酸は若干少なかった（第2図）．

4．む　　す　　び

1．泥炭地に対する珪カルの施用，あるいは粘土の客

人の効果は顕著である．

2．これは生育初期から珪酸の吸収量が著しく増加し

たこと及び3要素が均衡のとれた吸収がされたことによ

収　　　量　　　調　　　査（吻／α）
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第2図．成熟期の養分吸収量

るものと推定される．

3・しかし　大量客土して更にその水田に珪カルを施

用した場合の珪カルの効果はあまり顕著ではないようで

ある．


